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1. 緒言 

酸化タングステン (WO3) は代表的なエレ

クトロクロミズム (EC) 材料であり、古くから

盛んに研究されている 1)。可逆的な色変化を示

すことから窓ガラスへの応用が注目されてい

る。我々は、高遮光窓ガラスへの応用に向け、

厚い WO3膜（膜厚～1000 nm）を作製し、着色

時に 5％以下の透過率を実現できた。ただしこ

の際には、消色後の透過率が製膜直後の値にま

では回復しなかった。この消色時透過率の向上

を目指し、負側電圧を変化させてカチオンの注

入量を制限し、また正側電圧を高め、かつ印加

時間を延ばしてカチオンの引き抜きを図った

ところ、負側の印加電圧を- 1.2 V、正側電圧を

+1.5 V としたとき、消色後の透過率がほぼ成膜

直後の値近くまで回復した 2)。今回は、電圧幅

を- 1.2 V~＋1.5 V に固定し、電圧の掃引速度を

変更させて膜に注入する Li+の量を制御し、消

色時の透過率がさらに回復するか試みた。 

2. 実験方法 

DC 反応性スパッタ法を用いて WO3 薄膜を

作製した。製膜条件は前回 2) と同様とした。

三極型電極セルを用いて作製したサンプルの

サイクリックボルタンメトリー（CV 測定）を

行った。電解液には 1 M の LiClO4‐炭酸プロピ

レン溶液 50 mL を用いた。電圧幅を-1.2 V～

+1.5 V に固定し、掃引速度を 10 ~ 50 mV/s まで

変化させ、可視光領域 450 ～700 nm の波長範

囲において着消色後の透過率を測定した。 

3. 結果と考察 

図１に着色時・消色時の透過スペクトルの掃

引速度依存性を示す。掃引速度を上げることで

注入される電荷量は小さくなり、それに伴って

消色後の透過率が成膜直後の 82 ％前後まで

回復した。しかし、掃引速度が増加すると着色

時の透過率も増加する傾向が見られた。これは

膜に注入される Li+が少なくなったためである

が、電圧を制限した場合との差異について、講

演では詳細に報告する。 

 

図１ 掃引速度に対する透過スペクトルの 

変化 
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